
太陽熱・雨水・地中熱による
自然冷暖房システムの研究

土木・建築

太陽熱，雨水，地中熱，自然冷暖房，省エネルギー，木造実験住宅

一般的な木造住宅に採用可能な、太陽熱、雨水、地中熱によ

る自然冷暖房システムの開発を行っている。特に、雨水を地下

に貯めて地中の冷熱を蓄える装置として、既製品のドラム缶を

連結した独自のシステムが本研究の特徴である。

■自然エネルギー利用システム

■木造住宅リノベーション

■地中熱利用システム

■水式ソーラーシステム

■パッシブデザイン
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集熱部 1001×2001×60mm(2枚)
貯湯槽部 465×2008×505mm
有効採湯量 200リットル

鉄筋コンクリート製ピット
貯留量：1,670W×1,670D×1,450H≒4トン

※浄化槽の再利用も可

吐水量16L/min
始動揚程16m
出力150W
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屋根水流下

太陽光発電パネル

吐水量26L/min
始動揚程18m
出力250W

屋根面積
60㎡

タンク切替え
自動制御盤(⑤)

熱交換装置(⑦)

既製ドラム缶（径600×高900）×6本
貯留量：300×300×3.14×4,770≒1.3トン／1本
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■既製品のドラム缶を活用

■既存の一般住宅へ採用可能

■汚染外気によるリスクなし

■雨水利用システムと兼用可能

■様々な熱交換装置と併用可能
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